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四
条
烏
丸
に
そ
の
店
が
現
れ
て
以
来
、
ま
ず
は

界
隈
の
Ｏ
Ｌ
た
ち
が
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
入

っ
て
い
っ
た
。
今
で
は
男
女
世
代
の
別
を
問
わ

ず
、
さ
ら
に
中
国
（
大
連
市
涛
陽
市
）
に
も
進

出
し
、
国
境
も
問
わ
ず
、
絶
大
な
人
気
を
誇
る

「
勝
ち
店
」
、
輝
庭
。
と
か
く
空
間
演
出
だ
け
を

語
ら
れ
が
ち
な
同
店
を
、
三
方
向
か
ら
改
め
て

検
証
す
る
。

「
人
」
「
味
」
「
家
」
の
三
要
素
、

全
て
が
最
上
級
で
あ
る
理
由
。

］
■■

1,1＄蕊

:職ｒⅡ
輝庭
かがやきてい

取材･文／竹中聡(本誌）撮影／中島光行■京都市下京区烏丸四条下ル

水銀屋町612四条烏丸ビルB1F

rO75･253.1799

倉17:00～24:００

（フードＬ0.23:00、ドリンクL．0.23:30）
無休

蕊

蝿
輸
珊
蝋
蝋
噸
識
迅

咽
雲
一

「どんな料理写真を掲載しても、空間メインと思われる｣。同店の数

少ない悩みである。この評に対して厨房の心の叫びはいかばかりか？

と予想するのだが、料理長の床西玄行（とこにし･はるゆき）さんは、

｢ハード（空間)がしっかりしてますから、むしろやりやすい」と言う。

｢味が変わってる＝創作料理、という時代は終わりました。今は技術ベ

ースと『味』という原点を問われる時代ですから｣。料理の9割は仕込み、

鑑鍵琴;雲塞迂
冒四緊通

創作≠変わった味。「空間」あればこその味。
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棄
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｢フォアグラと米ナスのソテー」1200円。すだち酢の

甘酢仕立て。これは、バルサミコより脂っこさ、この

場合フォアグラの違和感を相殺してくれるという発想
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1.エントランスの小さな滝。この時点で地下である

概念が吹っ飛ぶ。２．.地面から2ｍ弱の高さに櫓のよう

に建つ、写真では最もスケールが伝えにくい中二階

席。３.櫓席に囲まれる個室の中でも最大の「華洛庵｣。

4．料理人たちの見せ場、カウンター席は店内最奥。

5.他に個室は写真のｒ風光案」「華廷庵」など。６．櫓

席の端から端を撮影したもの。奥行きとスケールの

大きさが解る
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そ
し
て
、
こ
の
「
家
」
つ
ま
り
「
空
間
」
と
い
う
フ
ァ
ク
タ
ー
は
、
同
店

の
評
判
を
独
り
占
め
し
て
し
ま
う
罪
な
存
在
で
あ
る
。
肉
眼
で
見
る
の
と
フ

ァ
イ
ン
ダ
ー
越
し
で
は
全
く
ス
ケ
ー
ル
感
が
異
な
る
、
こ
の
写
真
家
泣
か
せ

の
良
く
で
き
た
空
間
な
ら
ば
そ
れ
も
無
理
は
な
い
。
先
に
中
国
は
大
連
市
と

藩
陽
市
に
も
こ
の
「
輝
庭
」
が
で
き
て
お
り
、
当
地
で
も
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ

ー
を
泣
か
せ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
「
空
間
メ
イ
ン
」
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
マ

イ
ナ
ス
だ
と
は
思
わ
な
い
。
確
か
に
同
店
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
際
に
空

間
の
優
先
順
位
は
高
く
な
る
。
だ
が
店
が
そ
こ
に
「
あ
る
だ
け
」
で
は
、
魅

力
た
り
得
な
い
。
全
て
は
ス
タ
ッ
フ
に
委
ね
ら
れ
、
こ
の
空
間
を
生
か
す
も

殺
す
も
人
次
第
。
「
和
風
で
優
雅
な
コ
ン
テ
ナ
」
状
の
個
室
、
そ
の
屋
根
部
分

に
あ
し
ら
う
季
節
の
草
花
を
取
り
替
え
る
こ
と
。
サ
ー
ヴ
に
お
け
る
導
線
の

複
雑
さ
を
持
ち
、
こ
な
す
に
は
高
度
な
慣
れ
が
必
要
に
な
る
こ
と
。
な
ど
な

ど
、
必
要
な
コ
ス
ト
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
難
し
さ
は
、
使
い
こ
な
す
人
を
選

ぶ
の
で
あ
る
。
「
こ
の
空
間
に
負
け
な
い
料
理
を
出
さ
な
け
れ
ば
」
。
厨
房
の

料
理
人
た
ち
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
る
こ
と
の
で
き
る
空
間
は
、
「
ど
ん
な

に
美
味
し
く
て
も
、
つ
ま
ら
な
い
空
間
で
食
べ
て
は
美
味
し
く
な
い
だ
ろ
う
」

と
ま
で
思
わ
せ
る
。
こ
こ
で
働
く
者
に
プ
ラ
ス
の
影
響
を
提
供
す
る
。
こ
れ

は
罪
と
言
う
よ
り
、
お
手
柄
で
は
な
い
か
。
プ
ラ
ス
に
発
想
で
き
る
人
が
い

て
こ
そ
、
そ
の
価
値
は
活
き
る
の
だ
。

上
手
く
使
い
こ
な
す
「
人
」
が
い
て
こ
そ
の
空
間
。
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1.前述の料理長･床西さん。「薄暗い

店で見栄えのする盛りつけを考える。

楽しいですよ｣。鷺.カウンター席のさ

らに奥に近代的な厨房。普段は見ら

れない裏舞台だ。３.ホールスタッフ

は映画のセットのような店内を、す

り抜けるように立ち回る
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そして人と空間のパッケージが｢味｣を生む。

瞳
亀

劉
篭
、
雫

韓
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同店のスタッフになるのに経験や技術は不問。人気店を働く先に選ぶの

は理解できる。その上で面接担当者は、「アルバイトであっても、人生の目

標をどこにおいているのかを聞く」のだという。それが履歴書に書いてい

ないポテンシャルを引き出す秘訣なのだそうだ。同店と系列店の「眺庵～

かがやき～」を取材すると、双方のスタッフが口をそろえて「休みの日に

は（輝庭か眺庵の）どちらかに行く」と言う。スタッフ同士の交流や、ハ

ードとソフトの高いパッケージカが生み出すもの。それがつまり、店とし

ての「味」なのである。

i響響

｢人 」




